
３月定例議会

　
　

農
耕
車
等
の
性
能
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
と
軽
自
動

車
税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
と
な
る
も
の
は
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
必
要
と
し
な
い
も

の
で
あ
り
、
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当

す
る
農
耕
作
業
用
等
の
自
動
車
に
は
軽

自
動
車
税
の
課
税
客
体
と
し
て
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
ナ
ン

バ
ー
登
録
に
つ
い
て
は
毎
年
周
知
し
て

お
り
、
納
税
せ
ず
に
走
行
し
て
い
る
車

両
等
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
登
録
の
周
知
徹
底
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

鎌
上

　
　徹  

議
員

①
少
子
高
齢
化
お
よ
び
若
者
定
住
促

進
に
つ
い
て

　
　

こ
こ
数
年
、
当
町
の
出
生
者
数

は
激
減
し
て
お
り
、
少
子
化
対

策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
２５
年
度
か
ら
は
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
通
院
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て

支
援
策
の
強
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
さ
ら
に
有
効
な
少
子
化
対

策
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
就
職
先
や
住
居
が
な
く
県
外

に
出
て
し
ま
う
若
者
が
増
え
て
い
る

が
、
民
間
の
力
も
利
用
し
、
で
き
る
だ

け
町
内
に
若
者
を
と
ど
め
ら
れ
る
対
策

を
望
む
。

　
　

町
で
は
、
子
ど
も
の
各
成
長
段

階
や
親
の
就
労
形
態
の
多
様
化

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
２５
年
度
か
ら
は
、
通
院
医
療

費
の
無
料
化
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
や
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
を
新
た
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
お
よ
び
若
者
定
住
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
お
い
て
も
特

効
薬
的
な
施
策
は
見
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、
各
市
町
村
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
子
育
て
支
援
の
メ

ニ
ュ
ー
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

若
者
が
定
住
し
や
す
く
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
町
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
集
約
と
管
理
委

託
、
屋
内
運
動
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
が
分
散

化
や
少
子
化
を
迎
え
る
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
体
育
協
会
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
３
団
体
が
横
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
将
来
的
に
、
町
の
体
育
施
設
を
管
理

委
託
で
き
る
法
人
格
を
持
っ
た
団
体
の

構
築
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
今

後
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
の
全
て
の
社
会
体
育
施
設
の

管
理
は
、
中
山
町
振
興
公
社
に

一
元
的
に
委
託
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
各
施
設
の
連
携
が
図
ら
れ
、
利
用

の
予
約
が
全
て
総
合
体
育
館
で
で
き
る

な
ど
、
利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
作
業
へ
の
対

応
や
経
費
の
面
か
ら
見
て
も
、
現
在
の

管
理
体
制
を
変
更
す
る
考
え
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
集
約
を
促
す
考
え
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

す
ぱ
ー
く
中
山
を
、
冬
季
間
や

雨
天
時
等
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

等
）
の
練
習
場
所
と
し
て
使
用
し
た
い

と
望
む
声
が
多
い
。
関
係
者
に
よ
る
協

議
を
行
い
、
有
効
的
に
施
設
の
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

す
ぱ
ー
く
中
山
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
専
用
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
す
が
、
使
用
を
全
て
制
限
し
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
施
設
の
構
造
上
、
安

全
性
の
保
持
と
施
設
保
護
の
目
的
か

ら
、
ス
パ
イ
ク
の
禁
止
や
バ
ッ
ト
の
持

ち
込
み
禁
止
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ど
の
公
共
施
設
も
、
使
用
す

る
目
的
に
合
わ
せ
施
設
整
備
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
塔
い
く
子  

議
員

①
節
電
対
策
に
つ
い
て

　
　

節
電
対
策
が
叫
ば
れ
て
い
る
最

中
、
町
内
で
新
た
に
自
動
販
売

機
を
数
台
並
べ
て
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
町
と
し
て
設
置
の
制
限
や

縮
小
へ
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
町
の
施
設
や
街
路
灯
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
積
極
的
に
使
い
、
節
電
に
力

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
、
今
後
の
計

画
や
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　

最
近
の
自
動
販
売
機
は
省
電
力

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、

電
力
需
要
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
商
業

活
動
に
町
が
関
与
す
る
こ
と
は
適
当
で

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
わ

館
や
役
場
敷
地
内
の
街
路
灯
へ
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体

で
小
規
模
な
発
電
所
を
多
く
つ
く
る
こ

と
で
、
自
給
率
１
０
０
％
と
い
う
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
国
や
県
の
支
援

策
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
楽
し
い
電
気
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
　

町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
の
普
及
や
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、
小
水
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
町
内
に
適
地
も
見
当
た
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
の
技
術
開
発
を
見
守
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
も
、
町
の
立
地
条
件
で
は
導
入
は
か

な
り
難
し
く
、
現
時
点
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
組
織
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

②
高
齢
者
家
庭
や
子
育
て
家
庭
の
訪

問
を

　
　

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中

に
あ
っ
て
、
高
齢
者
や
子
育
て

中
の
家
庭
で
、
痛
ま
し
い
事
件
が
何
件

も
発
生
し
て
い
る
。
孤
立
し
が
ち
な
高

齢
者
や
、
子
育
て
に
悩
み
な
が
ら
子
ど

も
と
向
き
合
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
方

が
、
悩
み
を
和
ら
げ
、
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
訪
問
体
制
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
は
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
事
業
等

の
案
内
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
民
生

児
童
委
員
や
各
種
団
体
等
を
中
心
に
随

時
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
家
庭
へ
の
訪
問
は
、
町

の
保
健
師
及
び
母
子
保
健
推
進
員
が
生

後
２
～
３
か
月
、
５
～
６
か
月
、
１０
か

月
、
１
歳
５
か
月
、
２
歳
頃
の
各
段
階

で
実
施
し
て
お
り
、
各
種
情
報
提
供
を

含
め
、
幅
広
い
育
児
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
訪
問
に
よ
り
、
早
い
段
階

か
ら
支
援
が
特
に
必
要
な
家
庭
が
把
握

で
き
、
濃
密
な
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
訪
問
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
殊
勲
賞
】

■
団
体
の
部

▼
剣
道　
中
山
武
道
館

　
　
　
　
（
代
表　
佐
竹
弘
幸
）

■
個
人
の
部

▼
剣
道　
鎌
田
聡
史
、
武
田
拓
毅

　
　
　
　
大
関
敦
久
、
稲
村
太
誠

　
　
　
　
堀　
康
平
、
齋
藤
由
佳

　
　
　
　
縄
野
美
香
、
鎌
田
智
哉

　
　
　
　
志
田
湧
哉
、
小
関
未
理

　
　
　
　
近
松
尚
哉
、
奥
山
璃
胡

　
　
　
　
秋
葉
隆
佑
、
小
野
寺
航
汰

　
　
　
　
小
野
寺
南
汐
、
古
沢
勇
人

▼
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
寒
河
江
智
也
、
森
谷
英
一

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
今
野
勇
貴

▼
水
球　
新
宮
琢
未

▼
柔
道　
橋
間　
叶

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
渡
邉
光
樹
、
本
間
海
斗

▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
　
　
　
髙
橋
す
み
子
、
須
貝
和
香
子

▼
テ
ニ
ス　
佐
藤
夏
央

【
功
労
賞
】

▼
野
球　
渡
邉　
智

　
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
表
彰
は
、

平
成
２４
年
度
中
に
大
会
等
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
、
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
３
月
１７
日
に
は
中
央
公
民
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
次
の
１
団
体
と
県
大
会
優
勝

者
ま
た
は
東
北
大
会
・
全
国
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
方
２6
名
に
殊
勲
賞
が
、

１
名
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
表
彰

※写真には代理で出席した方も含まれます。

お
詫
び
と
訂
正

　
前
号
の
町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告
に
つ

い
て
、７
ペ
ー
ジ
２
段
１７
行
目「
全
校
児
童
」

は
「
全
校
生
徒
」、３
段
１４
行
目
「
１
７
０
０

万
円
」
は
「
１
億
７
０
０
０
万
円
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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